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Study meetings as places to voluntarily improve career opportunities: a history of "ku-librarians" by and for librarians at 









(OJT: On the Job Training)， (2)自常の業務から









の活動を (1) 立ち上げ期 (1999年 9 月 ~2005年 3 月)，
























































































































































) る「継続することjを第一目標に掲げ，あえて，参 Mr. Richard I託~oman(Britis品hLμib祉raぽry引
加者がひとりもいなくなつたらやめようという車軽歪い

































Mr. Ross Macyntyre (MIMAS) 
Dr. J ohn HabeI叶lon(British Library) 









































































































































































































































































































































16)京都図書館情報学学習会.< http://kyotolibrarian. web.fc 
2.coml>.日l用日:2011-12-26J 
17) Lifo. <http://www.lifoωclub.orgl>. [日i用日:2011-12-26J 
18)渡辺ゆきの「参加盟のしおり rkumorU:本との出会いを













京都大学図書系職員研修ページ.< http://www3.kulib.kyoto- 概 要:















技;締fj 60 (2)， 2010， p.75-80. 
13)京都大学学術清報1)ポジト 1)KURENAI. < http://reposi回
t旬orη3γ写y.k1吋1泣出liぬb.ky卯r川ot旬o-u.a即cι.担/刈ds叩pace/>.日l用日 : 2011-12-26J 
14)図書系職員を除く。
15) ミュージアム(Museum)・図書館(Library)・文書館
(Archives)の連携を意味する。
る」という趣旨のもとに，それぞれのカリ
る4回目の例会で
ある。「読書センタ-Jとして
館の役割を，どのように設定し，それに向
けての所蔵するメディアの構成や，それら
な活用をどのようにカリキュラム
としてっくりあげてゆくかが課題とされる
科目である。経験の交流を図ることが重要
だと思われる。
間合先:事務局・相n勝文(anb18968@nifty.com)
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